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こ し をろ ち す さの を くしな だ ひめ めと 

高 志の 大蛇 を 退治した 素戔嗚 は、 櫛 名 田 姫を娶 ると 

あしなつ ち を さ 

同時に、 足 名椎が 治めて ゐた 部落の 長と なる 事に なつ 

た。 

いづも やひろ どの 

足 名椎は 彼等 夫婦の 為に、 出 雲の 須賀へ 八 広 殿 を 建 

ち ぎ あまぐも 

てた。 宫は 千木が 天雲に 隠れる 程 大きな 建築であった。 

彼 は 新しい 妻と 共に、 静な 朝夕 を 送り 始めた。 風の 

声も浪 の水沫 も、 或は 夜空の 星の 光 も 今 は 再 彼 を 誘 

つて、 広漠と した 太古の 天地に、 さまよ はせ る 事 は 出 

来 なくなった。 既に 父と ならう として ゐた彼 は、 この 



ふる つる ギ J 

い 手の 揮 ふ 剣の 光が、 もう 一度 彼 を 殺伐な 争闘の 心 

につれ て 行った。 が、 何時も 眼が さめる と、 彼 はすぐ 

妻の 事 や 部落の 事 を 思 ひ 出す 程、 綺麗に その 夢 を 忘 れ 

てゐ た。 

間もなく 彼等 は 父母に なった。 彼 は その 生れた 男の 

子に、 八 島士奴 美と 云 ふ 名 を 与へ た。 八 島 士奴美 は 彼 

よりも、 女親の 櫛 名 田 姫に 似た、 気立ての 美しい 男で 

あった。 

月日 は 川の やうに 流れて 行った。 

めと 

その 間に 彼 は 何人 かの 妻を娶 つて、 更に 多くの 子の 

父に なった。 それらの 子 は 皆 人と なると、 彼の 命ずる 



儘に 兵士 を率ゐ て、 国々 の 部落 を 従へ に 行った。 

彼の 名 は 子孫の 殖える と共に、 次第に 遠くまで 伝 は 

みつぎ 

つて 行った。 国々 の 部落 は 彼の もとへ、 続々 と 貢 を 

奉りに 来た。 それらの 貢 を 運ぶ 舟 は、 絹 や 毛 革 や 玉と 

共に、 須賀 の宫を 仰ぎに 来る 国々 の 民 を も 乗せて ゐた _ 

或 日 彼 はさう 云 ふ 民の 中に、 高天原の 国から 来た 三 

人の 若者 を 発見した。 彼等 は 皆 当年の 彼の やうな、 筋 

骨の 逞しい 男であった。 彼 は 彼等 を宫に 召して、 手 

なんび と 

づ から 酒 を 飲ませて やった。 それ は 今まで 何人も、 こ 

の 勇猛な 部落の 長から、 受けた ことのない 待遇で あつ 

た。 若者た ち も 始めの 内 は、 彼のき 嚮を 量り かねて、 



若者 は 眉目の 描いた やうな、 肩幅の 広い 男であった。 

くびた ま こまつる ぎ は 

それが 赤 や 青の 頸珠を 飾って、 太い 高麗 剣 を 佩いて ゐ 

る容子 は、 殆ど 年少 時代 そのものが 目前に 現れた やう 

に 見えた。 

素 戔嗚は 恭 しい 若者の 会釈 を 受けながら、 

「御前の 名 は 何と 云 ふ？」 と、 無 貘な問 を 抛り つけた。 

「葦原 醜男と 申します。」 

「どうして， J の 島へ やって来た？」 

「食物 や 水が 欲しかった ものです から、 わざわざ 舟 を 

つけたの です。」 

若者 は 悪びれた 顔 もせずに、 一 々はっきり 返事 をし 



上った。 と 同時に 多くの 蜂 も、 人の け は ひに 腹 を 立て 

たと 見えて、 まるで 風を迎 へた 火矢の やうに、 ばらば 

らと 彼の 上へ 落ち かかって 来た。 …… 

たいまつ 

須世理 姫 は 広間へ 帰って来 ると、 壁に 差した 松明へ 

火 をと もした。 火の 光 は 赤々 と、 菅 畳の 上に 寝ころん 

だ素^^嗚の姿を照らし出した。 

「確に 蜂の 室へ 入れて 来たらうな？」 

素 戔嗚は 眼 を 娘の 顔に 注ぎながら、 また 忌々 しさう 

な 声 を 出した。 

そむ 

「私 は 御 父 様の 御 云 ひつけに 背いた 事 は ございませ 

ん。」 



この 時 彼の 心の中に は、 突然 光が さした やうな 気が 

した。 彼 は 昨夜 室の 蜂が、 彼の ま はりへ 群がって 来た 

時、 須世理 姫に 貰った 領巾を 振って、 危ぃ命 を 救 ふ 事 

が 出来た。 して みれば さっき 須世理 姫が、 海辺の 岩の 

上に 残して 行った 領巾 にも、 同じ やうな 奇特が あるか 

も 知れぬ。 —— さう 思った 彼 は 咄嗟の 間に、 拾って 置 

いた 領巾を 取 出して、 三度 ひらひらと 振り 廻して 見た- 



翌朝 素 戔嗚は 又 石の 多い 海の ほとりで、 愈 元気の 

好 ささうな 葦原 醜男と 顔 を 合せた。 

「どう だな。 昨夜 はよ く 眠られた かな？」 



に 泳ぐ 事が 出来た。 だから 二人の み づらの 頭 は、 黒白 

かもめ ぴ やうぶ 

二 羽の 鷗 の やうに、 岩の 屛風を 立てた 岸から、 見る 見 

る 内に 隔たって しまった。 

七 

ふく しぶき 

海 は 絶えず 膨れ 上って、 雪の やうな 波の 水沫を 二人 

みな ギ- 

のま はりへ 漲らせた。 素 戔嗚は その 水沫の 中に、 時々 

葦原 醜男の 方へ 意地悪 さうな 視線 を 投げた。 が、 相手 

は悠々 とどん なに 高い 波が 来ても、 乗り越え 乗り越え 

進んで ゐた。 



「今度 こそ あの 男を片 づけた ぞ。」 

素 戔嗚は 高い 岩の 上に、 ぢ つと 弓 杖 をつ きながら、 

兇猛な 微笑 を 浮べ てゐ た。 

ますます 

火 は 益 燃え 拡がった。 鳥 は 苦し さう に 鳴きながら、 

何 羽 も 赤黒い 空へ 舞 ひ 上った。 が、 すぐに 又 煙に 巻か 

れて、 紛々 と 火の 中へ 落ちて 行った。 それが まるで 遠 

くから は、 嵐に 振 はれた 無数の 木の実が、 しっきり な 

くこ ぼれ 飛ぶ やうに 見えた。 

「今度 こそ あの 男を片 づけた ぞ。， - 

素堯嗚 はかう 心の中に、 もう 一 度 満足の 吐息 を 洩ら 

すと、 何故か 云 ひやう のない 寂し さが かすかに 湧いて 



仕 合せと 火事 は 何事もなく、 穴の 外 を 焼き 通って しま 

ひました。」 

素戔嗚 はこの 話 を 聞いて ゐる 内に、 だんだん 又 この 

幸運な 若者 を 憎む 心が 動いて 来た。 のみならず、 一度 

殺さう と 思った 以上、 どうしても その 目的 を 遂げない 

中 は、 昔から 挫折した 覚えの ない 意力の 誇りが 満足し 

なかった。 

「さう か。 それ は 運が 好かった な。 が、 運と 云 ふ もの 

は、 li: 時 風向きが 変る かわからない もの だ。 …… が、 

そんな 事 はどうで も 好い。 兎に角 命が 助った のなら、 

しらみ 

おれと 一し よに こちらへ 来て、 頭の 虱 を とってくれ 



に 分けて、 天井の 挽に 括りつ けて あった。 

だま 

「欺し をった な！」 

咄嗟に 一 切 悟った 彼 は、 5! 威の 雄た けび を 発しな が 

かしら 

ら、 カー ぱい 頭 を 振った。 すると 忽ち 宫の 屋根に は、 

地震よりも 凄まじい 響が 起った。 それ は 髪 を 括りつ け 

たるき 

た、 三本の 柄が 三本と も 一時に ひしげ 飛んだ 響で あ 

つた。 しかし 素 戔嗚は 耳に も かけず、 まづ 右手 を さし 

伸べ て、 太い 天の 鹿 児 弓 を 取った。 それから 左手 を さ 

あめ は ば や ゆぎ 

し 伸べ て、 天の 羽 羽 矢の 馭を 取った。 最後に 両足へ 力 

を 入れて、 うんと 一 息に 立ち上る と、 三本の 椎を 引き 

ずりながら、 雲の 峰の 崩れる やうに、 傲然と 宮の 外へ 



あざけ むしろ ぼ 

いだ。 舟 は 彼 を 嘲る やうに、 小さい 筵 帆 を 光らせな 

がら、 軽々 と浪 〔# 「浪」 は 底本で は 「、/十 良 匕 を 乗り越 

とも へさ.？ 

えて 行った。 のみならず 舳には 葦原 醜男、 艫に は須 

世理 姫の 乗って ゐる容 子 も、 手に とる やうに 見る 事が 

出来た。 

素 戔嗚は 天の 鹿 児 弓に、 しづ しづと 天の 羽 羽 矢を番 

へた。 弓 は 見る見る 引き絞られ、 鏃は 目の 下の 独 木 

舟に 向った。 が、 矢 は 一文字に 保 たれた 儘、 容易に 弦 

を 離れなかった。 その内に li 時 か 彼の 眼に は、 微笑に 

似た ものが 浮び 出した。 微笑に 似た、 II しかし 其処 

に は 同時に 又 涙に 似た もの もないで はなかった。 彼 は 



彼の 言葉 は 風と 共に、 海原の 上へ 響き渡った。 この 

お ほひる めむ ち 

時 わが 素戔嗚 は、 大日 霎 貴と 争った 時より、 高天原の 

国を逐 はれた 時より、 高 志の 大蛇 を 斬った 時より、 ず 

つと 天上の 神々 に 近い、 悠々 たる 威厳に 充ち 満ちて ゐ 

た。 

(大正 九 年) 
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